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儲
け
の
ヒ
ミ
ツ

■
予
想
外
れ
、
予
想
外
の
現
在
の
経
営
状
況

経
済
学
者
や
評
論
家
、
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
な
ど
は
実
に
い
い
加

減
な
こ
と
を
堂
々
と
話
す
。
実
際
の
経
営
の
現
場
を
あ
ま
り
に
も

知
ら
な
す
ぎ
る
。
こ
の
一
ヶ
月
、
次
の
こ
と
が
気
に
な
る
。

１
．
も
し
ト
ラ
か
ら
、
確
ト
ラ
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る

も
し
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
１
１
月
の
本
戦
で
大
統
領
に
返
り

咲
い
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
共
和
党
の
予
備
選
で
圧
勝
。
現
職
の

バ
イ
デ
ン
対
ト
ラ
ン
プ
に
な
る
の
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
最
近
は

確
ト
ラ
。
が
話
題
だ
。
つ
ま
り
ト
ラ
ン
プ
が
勝
利
し
た
と
き
の
世

界
は
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
が
表
面
化
す
る
。

①
中
国
へ
の
関
税
強
化→

米
中
貿
易
戦
争
が
再
燃

※

再
燃
だ
と
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
％
押
し
下
げ
ら
れ
る

②
温
暖
化
ル
ー
ル
「
パ
リ
協
定
」
か
ら
の
再
離
脱→

分
断
化
拡
大

③
安
保
体
制
の
修
正→

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
離
脱
？
在
日
米
軍
の
見
直
し 

ア
メ
リ
カ
が
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
日
本
は
風
邪
を
引
く
。
ア
メ
リ

カ
が
風
邪
を
引
く
と
、
重
い
病
と
な
る
。
目
が
離
せ
な
い
。

２
．
Ｅ
Ｖ
車(

電
気
自
動
車)

が
世
界
市
場
で
失
速

環
境
適
応
車
と
世
界
中
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
車
。
こ
こ

に
き
て
販
売
の
伸
び
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
車
の

伸
び
２
８
％
増
に
対
し
日
本
勢
が
圧
倒
的
に
強
い
Ｈ
Ｖ(

ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト)

車
は
３
０
％
増
。
Ｅ
Ｖ
車
は
充
電
、
価
格
、
雇
用
の
問

題
が
ま
だ
ま
だ
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
ア
ッ
プ
ル
で
さ
え
多
額
の

投
資
を
続
け
て
い
た
が
Ｅ
Ｖ
車
事
業
か
ら
完
全
撤
退
を
決
め
た
。

３
．
中
小
企
業
の
５
０
％
が
賃
上
げ
出
来
ず

３
月
４
日
、
日
本
経
済
新
聞
の
記
事
。
中
小
企
業
の
労
働
分
配

率(

人
件
費
率)

が
７
０
％
程
度
と
前
年
同
月
比
１
．
６
％
減
少
。

賃
上
げ
余
力
高
ま
る
。
と
い
う
内
容
だ
。
「
開
い
た
口
が
塞
（
ふ

さ
）
が
ら
な
い
」
と
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
。
業
種
に
も
よ
る
が
、

通
常
、
６
５
％
を
超
え
て
く
る
と
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
赤
字
に
陥

る
。
赤
字
で
あ
る
企
業
に
賃
上
げ
余
力
な
ど
な
い
。
ち
な
み
に
大

企
業
の
労
働
分
配
率
は
３
８
％
。
賃
上
げ
余
力
は
十
分
に
あ
る
わ

け
だ
。
マ
ス
コ
ミ
も
驚
く
ほ
ど
、
実
態
を
知
ら
な
い
。 

■
予
測
不
能
時
代
に
お
け
る
業
績
ア
ッ
プ
の
着
眼

そ
れ
で
も
高
収
益
の
中
小
企
業
は
多
く
存
在
す
る
。
予
測
不
能

と
は
い
え
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

実
践
す
べ
き
業
績
ア
ッ
プ
の
着
眼
は
次
の
通
り
。

①
収
益
の
柱
を
４
つ
創
れ

「
一
本
足
打
法
」
つ
ま
り
一
つ
の
収
益
に
依
存
す
る
と
不
透
明

な
時
代
ほ
ど
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。
目
指
す
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
「
４
つ
の
柱
」
づ
く
り
だ
。
ざ
っ
く
り
い
う
と
、
一
つ
が
悪
化

し
て
も
最
大
２
５
％
の
売
上
減
。
赤
字
は
何
と
か
回
避
で
き
る
。

②
得
意
先
の
分
散
、
業
種
の
分
散

一
社
依
存
度
の
高
い
収
益
構
造
は
要
注
意
。
業
種
も
分
散
し
た

方
が
安
全
。
こ
れ
は
マ
ズ
イ
と
頭
で
理
解
は
し
て
い
る
。
し
か

し
、
行
動
に
移
す
こ
と
は
な
い
。
結
局
は
危
機
感
の
欠
如
で
あ
り

市
場
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
。

③
仕
入
れ
先
や
外
注
先
も
一
社
に
依
存
す
る
な

仕
入
れ
先
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
分
散
が
理
想
。
外
注
先
も
同
様

だ
。
特
に
物
づ
く
り
の
中
小
規
模
の
外
注
先
は
価
格
転
嫁
も
進
ま

ず
業
績
が
悪
い
。
後
継
者
問
題
も
あ
り
、
今
後
、
淘
汰
が
進
む
。

そ
う
な
れ
ば
自
社
の
主
力
商
品
が
造
れ
な
い
事
態
と
な
る
。

④
売
上
を
落
と
し
た
方
が
利
益
は
上
が
ら
な
い
か

経
営
と
は
利
益
至
上
主
義
で
あ
る
。
売
上
の
中
身
を
鋭
く
分
析

し
て
ほ
し
い
。
・
粗
利
益
率
が
極
端
に
低
い
。 

・
以
前
は
大
き
な

取
引
額
、
現
在
は
大
幅
に
取
引
額
は
縮
小
、
し
か
し
低
粗
利
益
率

は
変
わ
ら
ず
。
・
遠
方
顧
客
で
配
送
費
や
他
の
経
費
を
考
え
た
ら

儲
か
ら
な
い
。
・
支
払
い
サ
イ
ト
が
長
い
。
・
拠
点
を
統
合
し
て

も
売
上
は
変
わ
ら
な
い
。

■
５
年
後
の
「
組
閣

」
。
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
せ
よ

政
治
で
は
、
新
た
な
人
事
で
要
職
を
決
定
す
る
こ
と
を
組
閣
と

い
う
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
現
在
の
主
要
幹
部
の
次
の
時
代
を
担
う
リ

ー
ダ
ー
づ
く
り
が
急
務
。
次
世
代
に
グ
イ
グ
イ
組
織
を
引
っ
張
っ

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
の
で
き
る
人
材
が
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
次
の
７
点
。

１
．
現
、
幹
部
が
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
本
気
で
取
組
め

２
０
代
は
基
本
の
徹
底
。
３
０
代
は
専
門
分
野
の
確
立
。
４
０

代
は
業
績
を
引
張
る
牽
引
者
。
５
０
代
は
業
績
を
上
げ
、
自
身
の

後
継
づ
く
り
。
こ
れ
が
あ
る
べ
き
姿
。

２
．
誰
に
採
用
さ
れ
た
か
は
、
重
要

２
代
目
社
長
に
就
任
。
し
か
し
主
要
な
幹
部
は
先
代
が
採
用
し

た
古
参
幹
部
ば
か
り
。
後
継
者
と
し
て
は
や
り
に
く
い
。
よ
く
あ

る
ケ
ー
ス
だ
。
で
き
れ
ば
採
用
は
後
継
者
に
一
任
す
る
方
が
望
ま

し
い
。
自
ら
採
用
し
た
人
間
と
共
に
成
長
し
て
い
く
。
そ
の
中
か

ら
優
秀
な
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
は
生
ま
れ
る
。

３
．
入
社
３
年
で
成
長
可
能
性
を
判
断
せ
よ

「
磨
け
ば
光
る
原
石
」
は
入
社
３
年
で
見
極
め
る
こ
と
は
で
き

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
器
晩
成
は
存
在
し
な
い
。
出
来
る
人
間
は
、

若
い
時
か
ら
い
か
ん
な
く
才
能
を
発
揮
し
て
い
る
は
ず
だ
。

４
．
愛
社
心
、
素
直
、
行
動
力
、
熱
意
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

こ
れ
ら
を
持
っ
て
い
る
人
間
は
間
違
い
な
く
成
長
し
、
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
候
補
だ
。
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
推
し
進
め
て
い
く
先
に

人
間
力
と
専
門
能
力
が
必
ず
や
身
に
つ
く
。
少
々
角
が
あ
っ
て
も

若
者
ら
し
く
周
り
か
ら
も
可
愛
が
ら
れ
る
。
年
齢
と
と
も
に
角
が

取
れ
、
魅
力
あ
る
人
間
と
な
る
。

５
．
現
場
で
実
績
を
上
げ
た
人
間
を
抜
擢
せ
よ

現
場
の
叩
き
上
げ
こ
そ
が
リ
ー
ダ
ー
候
補
だ
。
プ
ロ
野
球
で
は

「
名
選
手
名
監
督
に
あ
ら
ず
」
と
い
わ
れ
る
。
中
小
企
業
で
は

「
名
選
手
名
コ
ー
チ
た
る
」
が
基
本
。
出
来
る
人
が
で
き
る
人
間

を
育
て
る
こ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
な
の
だ
。

６
．
伸
び
盛
り
の
若
者
は
ご
ぼ
う
抜
き
人
事
も
面
白
い

私
ご
と
だ
が
、
２
５
歳
で
課
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
か
な
り
ブ
カ

ブ
カ
の
ス
ー
ツ
の
よ
う
な
役
職
。
未
熟
だ
が
勢
い
と
行
動
力
は
誰

に
も
負
け
な
い
。
ブ
カ
ブ
カ
の
役
職
も
時
を
待
た
ず
に
ピ
タ
ッ
と

着
こ
な
す
。
面
白
い
の
は
そ
の
後
、
続
々
と
若
手
リ
ー
ダ
ー
が
誕

生
し
た
。
ア
イ
ツ
が
出
来
る
な
ら
自
分
も
で
き
る…

。

７
．
様
々
な
拠
点
、
部
門
を
経
験
さ
せ
ろ

小
、
中
、
大
の
拠
点
を
経
験
。
あ
え
て
他
部
門
に
異
動
す
る
。

そ
し
て
元
の
部
門
に
戻
る
と
爆
発
的
な
結
果
を
残
す
。
そ
れ
は
全

体
最
適
の
思
考
が
身
に
つ
く
か
ら
だ
。
ひ
と
つ
の
部
門
、
ひ
と
握

り
の
顧
客
し
か
知
ら
な
い
で
は
大
き
く
伸
び
る
こ
と
は
な
い
。

■
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
あ
っ
て
安
定
成
長
に
繋
が
る

５
年
先
は
さ
ら
に
予
測
不
能
時
代
に
突
入
す
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
今
か
ら
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
同
封

さ
れ
て
い
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
ス
ク
ー
ル
の
講
師
、
吉
田
敬

真
君
は
入
社
２
０
年
。
早
稲
田
大
学
卒
業
。
大
手
企
業
か
ら
の
中

途
採
用
。
私
の
カ
バ
ン
持
ち
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
何
度
も
心
が
折
れ

挫
折
し
、
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
人
間
。
必
ず
や
参
考
に

な
る
は
ず
だ
。
（
株
式
会
社
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

国
吉
拡
）

創
刊
よ
り
２
７
年
（
第
１
号
１
９
９
６
年
１
０
月
）

国
吉
拡
の
実
例
中
心
経
営
情
報
ニ
ュ
ー
ス

予
測
不
能
な
時
代
、
業
績
の
安
定
成
長
と
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
急
げ
！

ワンポイントトーク【予測不能な時代だからこそ、変われないベテランより、時代に合わせて変化できる次世代リーダーの育成が重要だ！！】
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